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備　　考

参　考　書 レッツトライノート　数学、力学編

授業評価・理解度   最終回に授業評価アンケートを行う。
副担当教員

自学自習の内容 課題として教科書等の演習問題を課す。

関連科目

教　科　書 　「物理基礎」と「物理」　（東京書籍）

音 音の回折、干渉 電流・磁気 電流と磁界

音 ドップラー効果 まとめ 一年間の学習のまとめ、授業評価アンケート

波の性質 干渉 電流 直流回路

音 音の性質 電流 キルヒホッフの法則

波の性質 波の伝わり方 電流 電流、オームの法則

波の性質 波の屈折、回折、干渉 電流 電気エネルギー

中間まとめ 中間まとめとして試験を実施する。 中間まとめ 中間まとめとして試験を実施する。

波 波の表し方 電界 コンデンサーの接続

電界 コンデンサー

単振動 単振り子 電位 電位

単振動 単振動のエネルギー 電位 点電荷の電位

単振動 単振動 電界 電界

単振動 ばね振り子 電界 電界の重ね合わせ
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力学 １年時の内容の復習 静電気 クーロンの法則

熱 気体の性質 電界 電界の中の物体

熱 熱運動

（１）波動現象の基本が理解できる。
（２）電気現象の基本が理解できる。
（３）論理的な考え方ができる。
（４）物理の世界のいろいろな分野でニュートンの運動の三法則が息づいて
いることが理解できる。

①定期試験（７０％）、②レポート、解答能力、授業態度（２０％）、③自学自
習の態度（１０％）によって評価する。

学習・教育目標 （Ａ） ＪＡＢＥＥ基準１（２）  

教　員　名 木村　大自：KIMURA Daiji

授
業
概
要

 前期は簡単な実験器具を使って波の現象を見せながら波動を説明し、後期は電場と電流の内容をビデオなどを利用しながら現象を見せ説明す
る。二年間の物理を通して「ニュ－トンの運動の三法則」、特にその中の運動方程式を理解させるため機会あるごとに、以前学習した内容に戻って
解説する。また、自然界の中に法則があることを理解させ、事実に基づいて論理的な考え方が出来るように導いていく。学生実験を数回取り入れ
る。

到　達　目　標 評　価　方　法

学修単位

物理Ｂ：Physics　Ｂ ２MSC 3 １４０分×３０回 履修 講義・通年 －
科　　　　　　目　　　　　　名 学年 単位 授業時間 科目区分 授業形態


